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○学力状況調査及び、単元ごとの到達度テストを活用
○発言記録、児童による自己評価による検証
○管理職による授業観察

検証方法

思考力

学力調査結果を分析
して課題を把握し、
授業改善推進プラン
に反映し、個々の教
員の授業改善に生か
す。

判断力
表現力

土曜授業の実施によ
り、教育活動を充実
するとともに、授業
時数を確保し日頃の
学習活動を充実す
る。

研究主題「文章を読
み取る力の育成」を
設定し、全ての学び
の基本である、読解
力の向上を図る。

勤労を重んじ目標に向かって
努力する態度を育てる。

本校の授業改善に向けた視点

指導内容・指導方法の
工夫

一人一人の実践的活動を大切
にし、学級活動、児童会活
動、クラブ活動を通して、協
力し合い、助け合える能力や
態度を育てる。

探究的な学習を展開すること
で、自ら学ぶ能力や態度を育
てる。

外国語活動の指導の重点
外国語を通して、言葉や文化
について体験的に理解を深め
る。

生命尊重、人間尊重の精神を
基盤とし、全教育活動で道徳
的価値について計画的、発展
的に指導する。

特別活動の指導の重点

本校における「確かな学力」
　本校では学習指導要領に示された基礎
基本を重視し、次の５つの力を育成する
ことで確かな学力を向上させる。

各教科の指導の重点
基礎基本の確かな定着を図る。

日常の授業の中で、言語活動
を充実させ、児童の思考力、
判断力、表現力の育成を図
る。

出張授業を活用し、体験的な
学習を重視する。

総合的な学習の時間の指導の重点

学習意欲の向上や学習習慣の確立

確かな学力を確立するために必要な授
業時数の確保

豊かな心や健やかな体の育成のための
指導の充実

地域・家庭の実態
学校への関心や期待が高く、
PTA活動や学校行事に積極的
に参加するなど、とても協力
的である。

学校経営方針
（学力向上にかかわる要点）

基礎的・基本的な知識・技能の習得
思考力、判断力、表現力の育成 道徳教育の指導の重点

平成24年度　学力向上を図る全体計画
練馬区立旭丘小学校

東京都教育委員会　教育目標

保護者の願い

よりよい人間関係と社会性の
育成

学力の向上と個性の伸長

練馬区教育委員会　教育目標
教育基本法の精神にのっと
り、人間尊重の精神を基調と
し、学校・家庭・地域社会と
の緊密な連携のもとに、心身
ともに健康で知性と感性に富
み、人間性豊かな子供の育成
を図る。

互いの人格を尊重し、思いや
りと規範意識のある人間

社会の一員として、社会に貢
献しようとする人間

自ら学び考え行動する、個性
と創造力豊かな人間

キャリア教育の重点

学校教育目標

よく考え工夫する子ども 小規模校の特色を生かした指
導の充実思いやりのある心やさしい子ども

家庭や地域社会との
連携の工夫

主体的に学習に取り組む態度

小竹小、旭丘中とと
もに、小中一貫教育
について研修し、小
中連携や小小連携の
活動を充実させる。
また、9年間の学び
の連続性を配慮し
た、国語のカリキュ
ラムを作成する。

基礎・基本の定着を
より一層図るため、
算数の授業時数を標
準時数よりも多く設
定する。

様々な教科で体験学
習や交流学習を編成
することを通して、
問題解決的な学習を
展開させる。

授業の中で指導と評
価の一体化を図り、
基礎基本の定着を図
る。

知識・理解

学校公開日や道徳授
業地区公開講座、保
護者会、個人面談な
どの充実を図り、保
護者や地域の方々と
の相互理解をさらに
深める。

保護者や学校評議員
による外部評価を実
施し、その結果分析
を行う。また、教員
による内部評価と重
ね合わせて、授業改
善に努める。

複数学年での授業
や、特別支援学級と
の交流学習を行い、
児童が豊かな学習経
験ができるようにす
る。

算数の授業では、少
人数指導を通して、
子に応じた指導の工
夫・改善に努める。

年間指導計画に基づ
いた計画的な指導を
行い、児童に確かな
学力を付けさせるこ
とのできる指導を展
開する。

教育課程編成上の
工夫

校内における研究や
研修の工夫

評価活動の工夫


